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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・今週勤務変更等で勤務表が訂正されている箇所がある為、各自確認すること。

・本日14:00～就労セミナー実施予定。場所:青陽館2階ミーティンングルーム。

・利用者データベースの入力(新規や変更等)は随時行うこと。 

・12/1(木)より、利用者様のケアアセスメントを実施。アセスメント表は小嶋SGMが印刷して準備する予定。

・11月の月報を12/2(金)までに作成すること。

・12/10(土)青陽館の大掃除を予定。雑巾等、使用できるものがあれば持参すること。
・利用者様の表紙を更新していない人や、新規利用者でまだ作成していない人は表紙の作成を行うこと。

・利用者様の出席について、欠席希望が聞かれた際は、私用や祝日のみ書くのではなく、明確な理由を確認し記録へ記載すること。

・記録について、利用者との関わりを観察した内容のみ書くのではなく、声を掛けた内容や相手からの返答等、自身の関わりや反応を記載するようにすること。

・12月より、日誌の入浴管理の項目を別ファイルで管理することとしている。H28年日誌のフォルダ内の作成中のフォルダの中に新しい日誌のデータがある為、12月より活用しつつ、同フォルダにある入浴管理表の入力を忘れずに行うこと。

＜利用者様情報＞
デイケア

・磯島　貴広　様～本人より明日から入院になるとの報告があり、詳細を質問している。本日担当医との面談時に言われたとのことで、治験入院となり、期間は4～5ヶ月を予定しているとのこと。入院の理由は「家で弟や家族ともめてて」「弟から暴力を振るわれるから」と話しており、先日訪問看護から聞かれていた家での情報について話すことはない。暴力を振るわれると話すが、痣は何もないとのこと。入院については「デイケアに通っていたかったです」と話す為、入院治療を受けつつ、退院後のことをゆっくり考えてみることを提案すると「先生とも相談して、退院後は青山荘に行く予定なので、そのことも考えてみます」と返答している。明日当院入院予定である為、明日付けでデイケア利用中止予定となる。

・野月　利章　様～来所時の体温測定にて34.0℃と話しているが、体調不良の訴えはない。昼食後自分から再検しており、スタッフが確認すると36.2℃となっている。不調の訴えは変わらずなく、プログラムへは参加することができている。

・田名部　浩平様～来所時の体温測定にて34.5℃と話しているが、体調不良はないとのこと。プログラムに普段通りに参加しており、問題はない。

・浅坂　政美　様～先日活気のなさや表情の硬さが目立っていたが、今週は表情良く来所しており、自分から利用者やスタッフに声を掛けて過ごしている。今後も本人の言動に注意し、変化が見られた場合は生活状況などの確認を行っていく。

・阿波　諒祐　様～本日11:00より体験利用を実施している。問題なく過ごしており、わからないことはスタッフに質問しながら対応出来ている。長時間の利用ができるようになってきている為、次回来所時から正式利用を開始することを提案することとしている。

デイナイトケア

・古川　富蔵　様～青風荘より情報提供があり、痛みを訴えることはないが、左足の脹脛から足首に掛けての浮腫があるとのこと。デイナイトケアでは痛みを訴えることはなく、歩行状態に問題はない。訴えが聞かれた際には状況を確認し、適時対応していく。

・奥山　以依子様～青風荘より情報提供があり、昨日弟様へ電話連絡をし、外泊を希望していたとのこと。1/2面会予定となっている。

ナイトケア

・下妻　康貴　様～本人より報告があり、仕事からの帰宅時に、職場近くの横断歩道を渡っていた際に急に車が走って来て、左肘が軽く車とぶつかったと話している。触れた時と動かした際に痛みがあると話しているが、現状で特に問題はないとのこと。「何とか避けたけど、へだすれば轢かれてたね」と笑いながら話す為、歩行時には注意することと、左肘の状態が悪くなる際には病院受診をするよう促している。

＜外来情報＞

・磯島　貴広　様～本日主治医と面談しており、治験を行いながら入院することを勧められている。明日、母様来院予定である為、母様へ説明を行い、同意を得られたら入院となる。

・上川原　豊　様～風邪症状を訴え、風邪薬が処方となっている。

・小野寺　ノリ様～静脈瘤について痛みはないとのこと。物忘れが変わらず見られているとのことで、酷くなるようであれば検査を行う予定としている。失禁については、続くようであれば処方薬の調整を行うこととしている。

・吉田　富秋　様～鼻水が出るとのことで、風邪薬が処方となっている。

・山田　隆雄　様～スタッフより年齢を聞いた際に46歳と答えていたとの情報があり、担当医から同様の質問をすると、生年月日は正しく答えているが、年齢は「43、4、5あたりだ」と話している。

・庭田　美紀子様～眠れていると話しているが、エアコン代がいくらになっているか気になると話している。

・澤口　利香　様～担当医との面談を待っているのが辛いと話し、歩いて待っている。待ち時間は30分程。食後自分で吐こうとすることはないが、嘔吐することがあるとのこと。サインバルタの処方を希望しており、サインバルタ1C 朝/7日分が処方となり、レキサプロと整腸剤が中止となっている。

＜上半期の事故の振り返り＞

○上半期の事故：1件（9/2鈴木真知子様の無断外出）

○鈴木真知子様の無断外出の振り返り

　●当時の状況：

・デイナイトケア遅番のスタッフとして、工藤と藤田が勤務している。工藤は昼食後食器洗いを行った後、千葉輝夫様の洗濯物の対応をしており、鈴木様の所在確認が不十分となっていた。藤田は昼食後薬の確認を行いつつ、口腔ケアの声掛けや薬袋の確認を行っており、所在確認が不十分となっている。

・青風荘では、朝の申し送りにて鈴木様が普段と違う様子であることを伝えていたが、青陽館では連絡が不十分となっており、スタッフ全員への周知がされていなかった。

・11:47に所在不明となり、スタッフにて捜索を行い、しまむら根城店にて発見されている。

●問題点

①その時に行わなくても良い業務が優先されており、所在確認の意識が薄くなっている。

②申し送りがされておらず、要注目が必要であるという情報が全員へ伝達されていない。

③デイナイトケアでの昼食後の見守りを行う場所がスタッフオフィス前となっており、入口付近が死角となっている。

●対応

①利用者様の命を預かっている意識をもち、不必要な業務を優先させずに、利用者様を見ていく。

②注意が必要な方は、青陽館全体で情報共有し、全員で対応していく。利用者様のことをしっかりと見て、気になることは情報共有しながら、対応していく。

③デイナイトケアの見守り場所を出入り口付近へと変更している。スタッフは一ヵ所に固まることなく、利用者様の状態が見れる位置で対応していく。

